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（昭和 22 年 5 月 18 日造 船 協會春季講演會 に 於て 講演）

軍 艦 武 藏 の
書

遙 水．工 事 ，

正 員 工 學士 古 賀 繁 一一
te

正 員　大　宮　丈　七
ee’

　本艦 は 昭和 13年 3 月 29 日， 三菱長崎造脂所第 ＝需 臺に起工 し 昭和 fO年 11 月 1 日午前 8 時 56 分 の 滿潮時に
幽

無事進水 した 。 本艦と同型 で ある
一番躑 鼠造船船渠で 建造せ られ た 爲 ， 進水は唯出渠作業に 過 ぎな い け れ ども，

本 艦 は船臺建造で あ る た め 本式の 進水を施行しな け れぼ な らぬ ． 前 例の ない 進永重量 と謹 水臺 の 鳥 愼重 な計

甕の 基 に 徹底的な研究と謎 の 上 工 事を 施行 した もの で あ る が ・ 先 離 永諸調査及蜜騨 こ就 て は鏃 があつ た の

で ，本 日は 現場 工 事 に就て 御報告申上げ以 て 會員諸氏 の 御參考 に供し度 い と思 う。

進水に關 する諸準備

固魑 及縦 艱 作蹴 て 出 進水前 ・ ヶ鉾 よ り試催 着手 し 第 嫺 に示す rtnS・’ 米松長 さ ・・ 米 ・ ・購

材 を先ず小 プ ロ ツ ク に 矧合せ 其 の 後所要幅に組合わす方法を採 り， 韓燥に よ る 目違い を 防 ぐた め ダ ボ を 掘込 み為．

，じボ ・レ トで 鮒 眺 謝 艱 び獅 難 土孰 豫定 され た 材木は 27
・
2°°石 （内米松 1吻 雛 水 2 ケ 年揃

か ら購入 を 始 め た 。

　進水計聳 と最も正 確 を要す る船臺後端に於け る 潮高及び豫想氣温に就て は ， 測候所 30 ケ 年 の 記録を調査す る

と共 に船臺附近 に 目記瞼潮機及 び 自記盗度計 ． 自記濕度計を据付け 2 ケ 年間實測 の 上緯討 し た 。 其 の 結果は 豫想

と實際は殆ん ど
一致 し た 。　　　　　　　　　　　 ．　　

’

進水工 事に關する誄試驗

1　 固定臺及び滑走毫試作

　船臺に穴朋機械を据付け各材毎に縫 ボ ル ト穴を明け お き穴朗完了g材料を組合わす法。
・

　風車 Fi） ル の 工 具 を使用 し，小 ブ ロ ッ クに 矧合せ た もの を 大 ブ 卩
ッ ク （壹臺分）に組合わす法 ， こ の 試作 に よ

　り・ 前者 は各材 の 穴明に は 良好で あるが ， 材料の 移動及び穴明材を矧合せ た 際穴 の 喰遠い を隼ずる事に 缺點が

　あ り，後者を採用す る 事 に した 。 且又素材市場 寸法 は 18〃 角 とな つ て 居る が 乾燥 夂 は 狂 い 等に よ り
ー
寸法は ま ち

　ま ち で あ る か ら ， 各耕幅仕上寸法を 17　iXE ” に
一

定 し正確な支壓面積 を得る事に した 。 之に よ り乾燥 の た め 收

　鼇 レて も計畫通 りの 戞幅 を 保 ち ， 叉 固定 臺接手に 羯す る 目遲い を 無 くす る 事 が 出來 た。
’

2。　獸月旨而寸騰 　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」

6呎離 水臺に ， 地塗厚み 6 粍 ， 上塗 工粍を塗抹 し漱 礁 を肺 の 上滑曄 を冠せ ）／
’
rp均荷重 2T 〆□

’ を か

け 42 時間放置 の 後醐 緬 を 調 査 した ， 羅 で は 進水作籍 間e　21 時聞 と豫定 して 居た 爲長時間 の 荷重 に獸

　脂が 耐え得る や 否 や を臉した も の で あ る が ，當所特別註文 獸脂は充分耐え得 る 事が到明し たe

幹

　 三 菱長 崎造 船 所造 船 設 計部長 參事

褓 　三 菱長峙造 船 所技師
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3． 獣脂塗抹試驗

從來の 嬬 流 し塗抹方法 で e＝完全麓 抹 F遡 め な い の も 餅 〃 級 び塗抹 ・ 一ラ ー拷 案 暉 雛 臓 を

　用Lsて 試驗を な し，下記の もの を調査 した 。

　　　氣 温 及 濕 度

　　　煮　沸 温 度

　　　塗抹始温度及び塗抹終混度

　　　塗 　抹　時　間

　　　｛毫表面に對す る附着度

　　　各 層 の 融 潜度

　　　塗抹 タ ソ ク横行及び縱行速度

　　　塗　抹　厚　み

　　　塗　　抹　　量

　水 申沈下毫獸脂 の 耐水力比較を な す爲 め ，
7 種類の 試瞼獸脂を 本艦跳下 臺据付位 置に ， 菊 日聞放置し調査 した

　結果塗抹温度 ， 塗抹時 ， 藍裹面手入等充分なら ば塗抹前臺表面 に 對 して 特別 な細工 を 施 さ な い で も充分 な耐水

　 の あ る 事 が 明か と なつ た 。

A． 滑走試驗　　　　　　　
一t

實雛 鯉 鞭 肌 鞠 硬 2T 旧
’

と して 均一齷 及び外側片砥 齷 の 黔 に於け る瀧 讖 を行 い ・ 下

　記 の もの を調査 した 、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
L

　　　始　　動　　力

　　　滑走速力及び加速度

　　　固定臺盤木 の 壓力分布

　
‘
．獸脂の 靜及動摩擦係數

　　　獸　　脂　　画

5。 超過重船の 試驗

一z50　T 積 シ ヤ ラ ソ 船進水を利用 し ，　ZF 均壓力 3T ／ロ
ノ
と して 滑走中に於ける滑臺前端荷重 を最大とする繊パ 7　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　 ス トを配置 し下記 の も の を調 ぺ た 。　
’

　　　　固定蘯 盤木あ歪計測

　　　進水後に 於け る 獸脂面

　　　滑臺後端 に於け る 面坂夭き さ及び 滑臺後端 よ り後端縱支柱迄 の 題 離

転 一．臓 荷轍 駿。．．

船睡及び鮪 部 ク レ ードル を 1μo 大 さ に 襲作 し ，
・荷重試瞼を行い …肋 鯵 を 調査 した。

　　　鞍　板　掻　度

　　　縱 支 柱 彊 度

　　　鞍板 と外板閲充嗔 コ ソ ク リート強度

　　　兩舷締付用 タ イ プ レ ート強度

マ． 鞍板充墳材試驗

　鞍板充墳材 は進水重量の關係卑輕量の もの で耐壓力大なるもの を必要 とする爲十數種類比較試驗の 櫞 、 下記

　調 合の も の を探用 した。

　　　調 合 蹕 合

　 　 　 　 　 　 丶

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工
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響 飜 1：， 1鼎 鹽松 ，。弊
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鴨、 、。。轟 。，

砂　　　　　　　1．

画　水中沈卞蘯据付試験

　鋼製 タ ソ ク を有す る沈下臺 の 強度 ・ 沈下具合及び艢臺表面 との 接 面 度 ， 船臺 ア ソ カ 冖ボ ル ト との 取合又は 獸脂

　に及ぼ す影饗等を調査す るた め 二 檬の 試驗を行 つ た 。

　　　獸脂塗抹前据付試 驗　　　　　　　
、

　　　獸脂塗抹後据付試驗 （沈下後一ケ月放置）

9． 砂 支 柱 試 驗

重荷重 を 受け た船底支桂は取外上 困難 の 爲支桂根元 に 100噸荷重試驗濟の 砂箱を探用す る事に し ， 他器進水に

使用の 上出來る丈お そ く迄殘 し重荷重の 腴態で 実の もの を調査した 。

　　　進水作業各項 目に 於け る砂支柱高變化

　　　砂支桂取外難易

10． 進水矢形腴及び矢締め試驗

4種類の進水矢を製作岼 均龍 L5T ！匚〕・，
2T 旧

・，3T ！ロ
t，・4T ！ロ

ズ
を かげ 90  鐵胴突を使用し下記の

　 も の を 調査 し た 。

　　　進 水 矢 彊 度

　　 矢締に 要す る 力量

　　　各荷重 に 於け る進水矢進行蓮度

　　　矢締 に 掣する裝置．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現 場 工 事 施 工

　本錯進水工 事に用い る諸材料 は從來の もの と比較して 例外 の 大物で あ る の み な らず ， 工 事期聞 も亦長 く殆ん ど
’

新材 で あ る 爲乾燥 に よ る 狂 い の 點 に 就て は 特に 留意 した もの で あ る 。 固牽臺製作 に就 て も幅 13t− 0”
に 封 し仕

上げ は 13’− 1！2”
と し 1／2”

  乾燥 に 依 る 縮を見越 して 製作 し た 。 又固定臺盤木据付に於て も乾燥に よ る隙 の

手直 しを豫想 し，上段及び 二 毅目盤木は 1
’− on　e：blL

’
1／4t’ 勾配 に剞 り，手直し締込量を見込み長 く準備 した 。

・

水中固定臺製作組合わ せ に 際 し て も干潮時に 於け る 獸脂塗抹を考慮し ， 各材 の 矧目に は 槇肌 を 挿 入 し て 水密 に な

る様組立 を施工 し た。固定臺据付に就て は 臺自體の 狂い を防止す る と共 に 正位置に据付ける爲め ， 固定臺下面 に

鋼條材 を 取付け船蚕 ア y カ ーボ ル トに 依 り締付けた 。 第4 圖参照 。

　固定臺盤木上面は 曲線に 合わ ぜ ヒ定全 に 削仕上げ足場板を利用 し準 臺 2 基 を縱 め方面に 盤木上面に假設 し，

嗣定臺 （自重 14T ）を捲揚機に よ り引込んだ。 殆底盤木取外 し時期に 籘連し固定毫引込は 中央 よ り般首 は 船首部

よ り引 込み ，中央 よ り胎尾 ほ 船尾 よ り引込んだ。固定臺据付瞼査 は 水準 タ ソ ク を採用 した が結果は 良好だ つ た ．

　陸上固定毫の獸脂塗抹に 2 日間を要し ， 軟石鹸散布の 上滑臺冠せ 方に 1 日 を計 3 日間を費 し起。 獸脂塗抹に就
て は第 10 圖 に 示 す塗抹 タ ソ ク （固定臺用）， 塗抹 ロ ーラ ー （滑 走臺用♪ を使用 じた結果塗抹作業 が圓滑 に 進捗す

る の み な らず ， 塗抹厚み も
一樣に 仕上 が り結果 として は成功だつ た 。 　　　　　　　　　　　　　　　　

’

　　獸脂使用總重量 （陸上固定臺， 永際臺 ，沈下 臺）

　　　獸　　　　　B旨　　　　　17， 972kg

　　　楽　「重　　享山　　　　　7・14　kg

　　　軟　　石　　鹸 　　　　　　2，652kg

　　陸 上 固定 臺一平 方N 當使用量

　　　獸 　 　 脂 　 　 O，73  

　　　茱　　種　　i由　　　　　0，31kg

　　　歡　　石　　鹸　　　　　　  ， 15kg
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水中沈卞臺は麌飯の無い 鋼製タ ソ ク上 に取付け ・ 壓搾筌氣の 注排に依り浮沈す る構造に し た 。 タ ン ク に は 區饌

を設け排氣 の 加減に 依 り沈下臺自饐の 傾斜を 變 え得 る樣配管を施行 した 。

進 水 籔 構 造

　第 2圖 に 示す如 く二 基進水臺 を 使用し固定臺中心踵離は Mnee幅 の 1／2．7 で 滑走臺全長 を 船體垂 直線距離の 87％

と し た 。 固定毫全長を陸上固定毫， 永際i螽 水中沈下臺と三 區分 し水際臺 は 干潮時を利用して 据付け ， 沈下臺は

陸上で 組立て ，壓搾筌氣注排裝置を有す る 鋼製 タ ソ ク に 依 り沈下据付 を 行 つ た 。 器首部 ク レ ードル ー番 滑走臺の

分は鋼板鞍板を用い ， 二 番滑走臺 の 1／2 を山形鞍板を使用して 各鞍板に棚板を設け ， 欄板は 米松 18” 角縱支桂 に

依 り支え られた 。 各縱支柱 は 米松 リ バ ソ ドに 依 りね じボ ル トで 固着 され ， 鞍板上
−
下 の 幕板を鋼板斜材 で 取付 け 尉

材 と縱支柱をねじボ ル トで締付け ， ク　tr　・一ドル 全體を
一個 の ブロ ツ クに 形造 り， 滑臺前端に か か る最大壓力に耐

える 横固め 兩舷張 出を防止す る 爲必要量の タ イ プ レ ートを使用 し た 。 英國筌母進水 に 於 て 船首部滑走臺を殘して

進永 し た例 もあ る の で ， 本艦鞍板も船體に假付され た タ イ プ レ ート と充分固結 じた 。 般尾 ク レ ードル に は 鏤骨ガ

ー一　X 一を用い 進水後取外 し作業に 便な 事及び滑走中tl於け る水羝抗 を減 少す る こ と に 役立 た せ た
。

　獵脂の 摩擦係戮 030工8 と し甜體始動力 780T の 滑止裝置 と して 170　T 永壓機を有す る ト リガ ー（力量 600　T ）

4 個を 並 列 の 上 滑臺總長 申央部 に 裝備 し ， 其 の 外補助豫備裝置 と して 砂箱を 利用 し た ト リ ガ ー（力量 100T ）4個

を （逐Lo ”
離 し丁並 列に裝置した ・ 第 5圓參照 ・ 　 　 　 、 ，

　脂饐押出用 と し て 力量 243T 水壓機片舷 2個宛計 4 個固定蘯前端 に 配置 し た 。

制　動 裝 置

　 第 6圖參照　制動鎮總重量は船體進水總重量の 0・016 と し各舷に 260T の 鎖を 6 ケ 所 に 分矧 し ， 第一一制動蹟

ま り順次胎首に殉け て 重量 を大 に し た 。 第四 五 六 顴孅 は 作動始に於 て 鋼索の 破斷ナる 恐 る べ き宗課 を避 け る た

め ，制動錻据付形態を變え牛轉で作動始め る樣配置した 。

　 般臺後端 よ り對岸迄 は fO　700 米あ る が船體停止 は 2β の 箇所に 計鬣され 丿 出港繋留等 も考慮レ艦尾引廼 し裝置

，を施 した 。 且 叉 豫備裝置 と．して 防材裝置を 施 した が ， 停止 は 殆 ん ど計晝通 りに 寰現 し だ 爲是等は 使用 しな か つ

た
。

進水後に鷙ける滑臺取外 し作業

　第 3鹵参照 從來進水後に於け る 滑走臺は バ ラ ス トを用い て 取外す の が逋例で あつ た が ，本艦 でほ 海底深度の

都合も有 り港丙 で 取外 す 事 は 不 可 能 と な り，港外 に 曳船の 上 坂外す事 に すれ ぱ機 密保持眞 の 他工事に 支障を來す

の で 新計懿 こ 依 り繋岸の 胱態で販外す事に し た 。

滑走臺は 片舷 20 臺 兩舷 で 葡 臺あ り稲 よ り數 え第 20 靆 迄 と し た ．引拔 要領‘歌 の 二 らに 分 け た 。

　　艦首第 1
， 第2， 第 3 番臺及び船尾第 18， 第 19．第 20 番薨 は璽留位置を變え鎖塊を取付落下 した 。

　　第 4 番臺より第 1？番臺 ま で の もの 兩舷 で 28臺 は 引拔 ガ ーダーを 用 い て 取外 した。 引拔 ガ ーダ ー使用は 薪 し

　　い 試 み で あつ た が 作業 は 順調 に 進捗す る 事が出來 た 。

　　本艦進水に 準備し た 主な材料i欠の 如し 。

’
進水臺用米松杉

艦丙支柱用米松材

縫 ボ ル b其他

鎹

砂　　　袋

砂　　　箱

特 型 盤 木

水壓 ト リ ガ ー （力量 6 OT ）

24，300 石

　2
，
9 0 石

90，600kg

180，000本

　　150個

　　106個

　　 96個

　　 4 個 1

砂箱 ト リ ガ
ー （力量 le  T）

押出永壓機 （力量 243T ）

12  kg 胴究

90−kg 胴究

制 動 鎭

制動索 （延呎〉

　　4 個
，

　　4 個

　 10 個

　 12 個 ．

　 570T ．

4，200 臾

（終 り）
・
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’

討　 、　　 論

。常松 醐 君 調 並 び に 今囘 ・ 引飜 軍 艦 鹹 ・ 齢 蹴 て 編 を髄 軅 得 ・ し た 事 es 員 と ＃ 「c御齢

上 艦 す ． 凱 饂 ・ し て 歓 焔 下 し 塒 は
・ 9

，
7… 。・ 礑 時 ・ の 前例 な 俶 心 の 臆 辮 つ て 進 純 完 ・

了 し 藤 を講 し て re，． rkす が 武 融 ββ， 孅 搬 ．鰯 媾 鰹 か ら狹 ・
・緬 の 上 に 然 も齦 を要 す 欝 の

點 鯲 て ， 。 の 雛 心 た 。 嘩 罐 孜 し難・・も師 あ つ ・ 事 ・ 雛 鰍 ・ ま す ・ ・ の 雛 心 齢 ’ら肛 美 ・

事雕 漉 了せ らt・ 7。＄・rcつ い て 微 灘 の 軈 を獅 も 頒 あ ・ ま す ・
・ の 進 水 の 言己勲 灘 で ？’ V ま し た

の 淞 開 、廠 の で す 囎 誌 に の e ・ カ・否 か 贓 鰐 え ら締 ・ し て E・

’
1；集 め て ・・ v ま す・ 嚇 覦 難 の 一’

講 と し て 永 久 蟷 協叡 保 存 洳 ・ 9．で あ V・a
−
・U ： う． 騨 ・ 郷 拍手 を以 て 瀦 廰 謝の 意 籔 わ し た い

’

　 と 思 い ま す 。

　　　　　　　　　　　　　　　　戰艦武藏の 進水臺構造につ い ズ　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正 員　 濱 　 ee　l’
鈩

離 鹸 礎 耀 髄 鍛 繙 瀦 ・ し て ， 簡 單 紳 拠 ・ い ・ 筆 者 … e の 黻 物 二 三 の 欝 に
’
伽 て 耳鱠

受 け も し た し 是 非 蹄 レた （献 て ・・た 漸 悪 し く
一xxm 區 の 躑 麟 皺 の 許 陬 出 か け た の で

畔穂

　 ら 講演會 に 田席 出來 な か つ た。

今 ， 。 の 論 丈 の 購 を観 し 瀦 等 の 御努 力 に 對 して eevaの 敬意 撼 謝 轡 げ る ・

著欝 は 申す まで ・ な ゼ 贓 礎 煙 覡 場 工 事 雄 ホ 儻 の 黼 都 あ ・ が 試 藏 の 齢 後 説 亂轍 年 「

雄 て か ら齢 主 要 姻 配 賓搬 を失 つ た 今 日 鯲 で 誠 る もの は 言臆 に卿 砿 こ 縦 嶇 め らtvfeこ と に

就 て は 御苦 心 の 多 か つ た こ とで あ ろ う と 思 う
。

筆都 醜 跨 贓 の 歡 計髄 蹴 し た 最初噸 記 に 嬲 で 考え 軸 て ・ ・た 猷 峯構齲 の 讎 を求 め ・

・15・備 尺で 雛 を用 い て 油紙 に 描 紳 た 揃 轍 部 の 3 つ の 購 蹤 弾 栄 ・ 鱒 顯 跏 融 か つ た
’

の で J 繼 師 の 隙 を 騰 し て あ 硼 場 の 麟 の 鰓 欝 え 踊 儁 恥 晒 で あ つ た ・ こ の 3 っ の 切軅 に

示 さ練 進 ，燈 融 圃 す 磁 勸 な 思懲 よ ， 土 佐 や 巡灘 蘇 狆 て い た 形 で ・ 唯 ・ れ を大 き くし た 麟 の 傳

統形 で あ る と 認 め 5ip た
．

ボ ベ
。 ・羸 後 蔀共鱇 で ・ ・

’
・ ・ グ し て あ ・・後 部購 で は 立 木 r下 部 に

一
本 の 鍛

製 ビ ーム を左 右 繭舷の 滑臺 上 に 渡し て あ つ た 。

筆都 。 の 後勘 計 畿 齦 ・せ ・ に つ 紋 ， 簸 の キ
ール 孀 ざ と 細 ・ に ・ る 勸 臺 の 設 計腿 め ・

14年

・月備 細 ・作 卿 ・ ． 更略 部・ 詳 ・ ・舳 計勲 行 ・ て 詳 細 撮 後 ・ 設 計 を完 成 し た ・
こ の こ と は 簿

11月 に 筆者 の 提 繊 し た 論丈 に 記 載 して あ る 通 りで あ る 。

滑齡 、雕 酬 膿 の 構造 は ，こ 嘛 丈 の 瀦 等 が 静 の 織 話 糺 て 蹴 備 果叛 し た も の で 誠 に

立 派 な も の が 得 ら れ た 。

進 ，燈 構造巌 計 す る 蟷 つ て ， 筆者蹤 來 の 形 式 の 難 で 鷹 信 が得ら激 い ・ と を感 じ・鰍 眼 櫛 な
’

い 舳 な 立 揚 r． thつ た ， 醗 の 納得 の 行 く最善 の もの を御 上 げ ね ば な ら ぬ と 覺悟 し た・醗 艪 の as料 を鄭 ．

矧 に 諏 られ ， 欺 嬲 め 捌 を求 め た．武詠 匹 敵 す ・ 艦 し て 舛 一… 一の 進・燈 は 大・’鰺 考 「・’：

つ た。新 し 購 想 の 盛 ら練 餓 の 進・X｝ rcつ い て は 誰 も勿論始 め て の 事 で あ つ た が ， 研 究 と職 と に 蹴 ら

れ つ Sf 大豊筆者の 計聳 通 り に 蓮 ん だ 。 ，

　． の 餓 の 進 ，畷 離 に つ い て ，筆 都 そ ρ當事都 し て ・ 設計 の 詳 細 繼 め た ・’意 画 を有 し て ）’た の で あ る

が 1
．
鶴 耀 飾 詠 ず ， 又 頼 藤 て は 巳 に 主黶 料 を焼 失 し て しま つ て い て re來難 くな つ て u’る ・

こ の 時 に

當 つ て 本轍 の 皴 観 た勲 誠 嬉 ば い ・・ と ・ 考 え る 。 唯 ・ の謙 曙 群 も 主勲 資料咳 る もrは 失 ゜
’

1

て い る こ tと 思 わ t．、6 ． そ の 故鯉 か ら麟 で は あ る が ， こ の 論 文 中 齢 多少奬實で な い 部分 が あ る 樣 に 思 え

る．鰍 ば誰 纏 構細 飃 失 し た の で 遍 力・
，

こ の 繖 に 示 陣 嫡 2 薗 の 勸 臺構造圖鯲 て は ・ 特 に 前

部ボ ペ 。 トの 樣 子 蹟 際 の もの と は 大分異 つ て い る
。 臺 の 最 黼 で あ る F24 の 斷 画 は ・ 下 部で 球締 首 が 棚

一

的 r．・ つ ・ 跏 て 居 ・．鞍 板 調 板・立 木 囃 ボ ル ・
啓

イ ブ ・
一

・・外鯡 ・つ 脈 聯 及 下部醐 製 リ バ ン ド
ー

の 儲 もパ こ 媚 で 瞭 際 は 覗 え な い ． こ の 部 の 髄 の 齪 は 編 に 大 き 械 配 きA・ る の で あ る が ・ こ の 蹴 氏

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　 N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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藏 の 線団 を基礎 に し て は い な い 様 で あ る 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

繭 の 形 ｝勲 ，もつ と 首部で 上 方 に 曲線 を描 い た 形 で ・y バ ン ド もX 形 を 4 つ 並 ぺ た 單純 な もの で は な く・ 筆

者 の 論文 に 示 し た 如 き形 の もの で ，価 の 如 き準行し た 木の リ バ ン ドは 使 用 し な か つ た 。 尤 も研 究 か た が た 現場に

豫 備 知 識 を得 て 即 た め 广 輸 離 永 し k
．
八 轍 嚥 に x 形 を 2 つ 並 べ た隴 を期 し た こ と は あ る ・

　筆者 は 進水臺構造 中最 も重要 な こ の 部分 で は 苦 心 し，構成 上 の 張力 と 共 に 外形 の 美 に つ い て も意 を注 い だ 。 實

物 も圖 面 も ， 壓 例 的 な 力 強 さ と 壯 觀 を 呈 し て い 庚。　　　　　　　　　　　　　　　 ．　　　
・1　　　　　　

’

　後部切斷で 氣 の つ く断 は ， 鋼 製 ガ ーダーの 柱 が こ の 斷 面 で は 3本現 わ る ぺ き こ と ， 立 木 は こ の 柱 の 上 に 2 本

宛 ， 合計 6 本 立 つ て い た こ と で あ る 。 薗め 内外剣か ら 3 本 目の 場所 に は 縫 ボ ル トの 通 る 所に の み 木 片 を挿 ん だ 。

立 水 の 重 量 と ，水 に 封 す る批 抗 を 減 少 す る た め で ，断 面 に 於 け る 構造物 の 投 影 面 積 を捶 力 小 さ くす る標 に し k 。

遨水初期に 於 て ， 船 に 充分 な 速 力 と浮 力 と を與 え る こ とは 重要 で ， 鋼製 ガ
ーダ ーを使 用 し た ご と は 主 と し て こ れ

を ！　 filjと し て い る 。 又 ，，外側 の 木 材 リ バ ン ドで ，中釁の 方 は 斜材 と し て あ つ た 。 　　　　　　　　　 ●

　獸 脂 の 總 使 用 量 は 當時 の 報告 に よれ ば 13
，
342kg が 正 し く， 上 塗 の 混 合 比 は ・ 獸 脂

’
：菜種 油 ＝1 ：2 が 同 様 に

正 し い 。從 つ て 漿 種油 の 使 用 量 は ，こ の 論文 の 値 よ り，もつ と滅 ら訟 ば な らな い 。 （推 定 値 0．13kg ノ｛コ
ノ

， 筆 者 論

丈 第 52表參照）

　第 7固 の 其 曝 及 2 共 ， 記 蜘 濺 つ て ・
・た こ と は 幸で ・ 筆者 の 論 交 に も擧 げ て あ る 。 叉 ・ 第 8 圖 に 示 さ れ た 進

水蚕勿引拔装置 も ， ガ ーダ ーの 詳細薗 は 焼 失 し た が ，引 找 要 領 は 殘つ た。こ の 方 法 は 劉 期的 な 一寸例 の な い も の

で ，筆 者 等 は 今で も良 い も の が 出來 た と思 つ で い る D 　　　　　　　　　　　 I

　 以 上 ．無遠慮で あ つ た か も 知 れ ぬ が ，少 し で も戰 艦 武 藏 の 進ホ 臺の 實 際 に つ い て 知 つ て 戴 き た い と 思 い ，峯直

『
徽 見 解 を述 べ た 。 　　　　　　　　　　　

・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （昭 和 23 年 1 月 26 日 ）

　 　 　 　 　 タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
゜
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